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　　　　　●○●○○綱引き南北対抗Φ●ΦΦ●

　平成8年度の町民体育祭が、10目10日休）体育の日に運動公園で町民多数の参

加を得て盛大に行われました。

　写真は、綱引き南北対抗の様子です。南北どちらの小学生たちもカー杯がん

ばり、最後まで熱戦がくりひろげられました。
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住冴よい町ヴぐ鱒

　
都
市
計
画
法
に
よ
り
ま
す
と
、
都
市

計
画
と
は
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩

序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
の
土
地
利
用

や
都
市
施
設
の
整
備
、
及
び
市
街
地
開

発
事
業
に
関
す
る
計
画
を
い
い
ま
す
。

　
目
的
と
し
て
は
、
多
く
の
人
が
集
ま

る
都
市
で
の
生
活
の
中
で
生
じ
る
土
地

利
用
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
良
好
な
環

境
を
備
え
た
機
能
的
な
都
市
を
造
り
出

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
江
南
町
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
都
市

計
画
区
域
を
設
定
し
、
全
面
積
二
千
二

百
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
市
街
化
区

域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
分
け
ま
し
た
。

　
行
政
面
積
（
町
の
面
積
）
は
現
在
、

二
千
二
百
八
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
都
市
計
画

区
域
面
積
を
行
政
面
積
に
合
わ
せ
る
よ

う
、
手
続
き
に
入
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
既
に
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
区
域
及
び
優
先
的
か
つ
計

画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
で
、

百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
用
途
は
、
第
一
種
住
居
地
域
七
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
準
工
業
地
域
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
工
業
地
域
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

工
業
専
用
地
域
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

途
地
域
ご
と
に
、
建
築
物
の
用
途
の
制

限
や
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
、
高
さ
の
限

度
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
る
区
域
で
都
市
計
画
法
に
定
め
ら

れ
た
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な

け
れ
ば
、
建
築
物
等
を
建
築
す
る
た
め

の
開
発
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
南
町
の
人
口
増
加
を
示
し
た
の
が

左
の
グ
ラ
フ
で
す
が
、
今
後
も
人
口
増

加
が
予
想
さ
れ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
整

備
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。

江南町の人口

　　　（住民基本台帳より）

12082 12488
11461

10720
9993

8

0
H8S59　S62　H2　H5

　　（各年1月1日現在）

土
地
区
画
整
理
事
業

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
都
市
計

画
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
公
共
施

設
の
整
備
改
善
及
び
宅
地
の
利
用
の
増

進
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
法
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
土

地
の
区
画
形
質
の
変
更
及
び
公
共
施
設

の
新
設
ま
た
は
変
更
に
関
す
る
事
業
を

い
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
み
て
も
、
人
口
や
産
業
が

急
激
に
集
中
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
人
や
車
が
増
え
て
も
、

道
路
や
公
園
な
ど
が
未
整
備
で
は
、
生

活
し
て
い
く
の
に
大
変
不
便
で
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
公
共
施
設

の
整
備
が
面
的
に
一
括
し
て
で
き
る
点

に
最
大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
日
照
、
排
水
、
道
路
交
通
の

面
で
も
大
き
く
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
不

整
形
地
が
整
地
さ
れ
宅
地
の
利
用
増
進

も
図
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
こ
の
よ
う

な
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
施
行
地
区

内
の
土
地
に
つ
い
て
各
筆
ご
と
に
換
地

を
指
定
し
、
従
前
の
宅
地
上
に
あ
る
建

築
物
等
を
換
地
に
移
転
し
、
換
地
処
分

に
よ
っ
て
従
前
の
土
地
に
つ
い
て
の
権

利
関
係
に
変
更
を
加
え
ず
公
共
施
設
の

築
造
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
公
共
施
設
の
新
設
に
要
す
る
用

地
は
、
地
権
者
の
人
々
か
ら
分
け
て
い

た
だ
く
、
こ
れ
を
公
共
減
歩
と
い
い
ま

す
。　

こ
の
ほ
か
事
業
費
に
充
て
る
た
め
に

一
定
の
土
地
を
換
地
と
し
て
定
め
な
い

で
、
保
留
地
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
保
留

地
減
歩
と
い
い
ま
す
。
｝
般
的
に
減
歩

と
は
、
公
共
減
歩
と
保
留
地
減
歩
を
合

わ
せ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
昭
和
五
十
五
年
に
事
業
認
可
を
県

知
事
よ
り
得
て
始
ま
り
、
こ
の
事
業
に

よ
り
、
道
路
や
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ

ま
ち
は
見
違
え
る
程
立
派
に
な
り
、
排

水
面
で
も
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
完
成
し
た
の
も
地
権
者

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
た
ま
も
の
と
存
じ
ま
す
。

（2）
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前
の
ぺ
ー
ジ
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に

町
の
市
街
化
区
域
は
、
全
体
で
百
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
の
内
江
南
中
央
第

一
土
地
区
画
整
理
事
業
の
面
積
、
二
十

九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
了
し
、
残
り

の
多
く
が
未
整
備
区
域
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
計
画
し
て
い
る
の
は
二
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
で
（
下
図
参
照
）
江
南

中
央
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
と
位
置

づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
狭
い
砂
利
道
が
多
く
排

水
面
で
も
間
題
が
あ
り
早
急
な
る
整
備

が
必
要
な
区
域
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
道
路
は
基
本
的

に
六
メ
ー
ト
ル
と
し
、
両
側
に
側
溝
が

つ
き
調
整
池
へ
雨
水
が
流
れ
込
む
よ
う

に
計
画
い
た
し
ま
す
。

　
公
園
は
四
箇
所
に
配
置
し
、
公
園
の

全
体
面
積
は
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
約

三
パ
ー
セ
ン
ト
を
確
保
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
道
路
、
公
園
、
排
水
な

ど
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
が
整
備
さ
れ

適
正
な
幅
員
を
も
っ
た
道
路
が
配
置
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
両
の
通
行
が
円

滑
に
行
わ
れ
、
歩
行
者
の
安
全
が
確
保

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
や
車
の
通
行
だ
け
で
な
く

火
災
・
地
震
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、
避

難
路
や
救
出
路
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。

　
町
で
は
、
組
合
を
設
立
し
て
事
業
化

を
図
る
為
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
現

在
、
建
設
省
へ
の
補
助
金
申
請
の
為
に

基
本
計
画
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

寒

　璽

顯

　
そ
こ
で
、
組
合
の
設
立
に
は
、
地
権

者
と
面
積
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
が

必
要
な
の
で
、
仮
同
音
筆
日
を
集
め
て
お

り
、
仮
同
意
率
は
約
八
割
で
す
。

　
建
設
省
か
ら
基
本
計
画
書
の
承
認
が

お
り
し
だ
い
、
区
域
の
公
告
を
し
、
同
意

書
の
と
り
ま
と
め
に
入
り
、
同
音
塞
日
が

集
ま
り
し
だ
い
、
認
可
申
請
を
県
知
事

に
行
い
、
認
可
後
組
合
の
設
立
総
会
の

運
び
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
資
金
計
画
で
す
が
、
国

県
、
町
の
補
助
金
及
び
保
留
地
処
分
金

で
約
三
十
六
億
円
を
計
上
し
、
支
出
と

し
て
、
道
路
築
造
費
や
建
物
移
転
費
な

ど
が
多
く
占
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
長
い
年
月
と
多
大

な
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
街
地

全
体
の
整
備
を
目
指
し
て
今
後
も
都
市

計
画
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

凡　　　　　例

一
第一種住居地域

□ 準工業地域

躍 工　業　地域
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ら
で

　
　
　
　
か
ま

告
示
日
：

投
票
日
：

開
票
日
－

開
票
所
－

：
十
一
月
十
二
日
（
火
）

：
十
一
月
十
七
日
（
旦

午前七時から

午後六時

ま
で

：
即
日
開
票
午
後
七
時
よ
り

：
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
i

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
町
に
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
十
一
月
十
一
日

選
挙
時
登
録
日
…
…
：
十
一
月
十
一
日

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

選
挙
権
の
条
件
は

◎
　
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
十
八
日
以

　
前
に
生
ま
れ
た
人
で

◎
　
平
成
八
年
八
月
十
一
日
以
前
か
ら

　
江
南
町
に
住
ん
で
い
て

◎
　
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

　
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
墜
人
名
簿
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

★
転
出
す
る
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
日
の
前
に
、
江
南
町
か
ら
他
の

市
町
村
へ
転
出
し
て
し
ま
う
と
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
所
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
六

ヵ
所
を
設
置
し
ま
す
。

　
投
票
の
際
に
は
入
場
券
を
確
認
し
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

町内の各投票所

投票区 投票所施設名

第　コ 農業総合’tzンター
第　2 江南北小学校体育館
第3 板井研修センター
第4 江南南小学校体育館
第　5 町　　民　　体　　育　　館

第6 江南町コミュニティセンター

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

っ
て
、
投
票
日
に
自
分
で
投
票
で
き
な

い
場
合
の
例
外
と
し
て
不
在
者
投
票
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
選
挙
人
（
有
権
者
）
が
、
自
分
の
投

　
票
区
域
外
で
職
務
に
従
事
し
て
い
る

　
場
合
（
出
張
な
ど
）

・
選
墜
人
が
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や

　
事
故
の
た
め
、
町
を
離
れ
て
旅
行
中

　
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
（
新
婚
旅
行

　
な
ど
）

・
選
挙
人
が
、
病
気
、
負
傷
妊
娠
な

　
ど
の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
因
難
な

持場　時 　期

孝所間諾る

も江五釜ま⊥＋
の南時削でハー
　町ま八　日月
入役で時　＿十
覇辛叢百
と　　分　日か
印　　か　のら
か　　ら　前十
ん　　午　日一
　　後　）月

　
選
挙
時
登
録
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
人

の
選
堂
人
名
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
十
一
月
十
二
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
十
一
月
十
三
日
（
水
）
ま
で

縦
覧
場
所
　
江
南
町
役
場

江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
8
三
六
－
一
五
二
一
　
内
線
二
二
七

《各投票所》

第三投票所

板井研修センター

鮨

第二投票所

至川本町
L
　至熊谷

］

第一投票所

．壁」

農業総合
’センター

JA熊谷
御正支所

　　　　　●●県道熊谷寄居線

　　　　　●●
江南捌轍吻

江南荘

　　　　江ゼ
　　　　南ク
　　　　エセ
　　　　場ル

lGs

小歯科
蝦　院

33匿
至川本町

県道熊谷寄居線　●●　　至熊谷

　　　　●●

至小川

第六投票所
／江南町

第五投票所

．．慶
●●

　　至熊谷

第四投票所

「

大沼公園

　江南町役場

至4り”

コミュニティー

センター

・亟亙二］

至’」瑚　　県道熊谷・肘1線 至熊谷
JA熊谷
小原支所コンビニ 　　　　　　●●　購昏小川線●●

畜産試験場 小原駐在所

（4）



零
威
九
年
四
月
か
ら
の
　
　
　
　
一
圏
圓

　
　
保
育
所
λ
所
児
璽
申
請
の
受
何
圏
圃

　保護者が働いていたり、病気などの理由で、家庭

において保育できない児童を対象に、釆年4月から

保育所に入所希望されるかたの申請受付を次のとお

り実施します。

　申請に使用する入所申請書および勤務証明書の用

紙は、役場住民福祉課に用意してありますので、、早

めに用紙を取りに来て受付期間までに書類がそろう

よう準備してください。

※問い合わせ先　役場住民福祉課　a』36－1521（内224）

●
入
所
申
請
資
格
（
入
所
で
き
る
児
童
）

・
保
護
者
が
昼
間
、
家
庭
の
内
外
で
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
家
庭
内

で
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
。

・
保
護
者
が
出
産
の
前
後
お
よ
び
疾
病

の
状
態
に
あ
る
場
合
。

・
保
護
者
が
病
人
等
の
看
護
に
あ
た
っ

て
い
る
と
き
。

・
母
親
の
い
な
い
家
庭
。

・
家
庭
が
災
害
に
遭
い
、

っ
て
い
る
と
き
。

一継続児童について

　現在、保育所に入所している児童で、来年

4月以降も引き続き入所希望されるかたも、

新たに申請が必要となります。

一低年齢児について

　0歳児・1歳児の保育を希望されるかたは、
役場住民福祉課へこ相談ください。

復
旧
に
あ
た

●
申
請
の
方
法

　
入
所
希
望
の
か
た
は
、
申
請
書
お
よ

び
必
要
な
書
類
を
作
成
し
、
左
表
の
日

程
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類

　
（
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
事
を
証
明

　
す
る
書
類
）

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
申
請
す

　
る
か
た
は
在
職
・
内
職
・
自
営
証
明

　
書

②
保
護
者
が
疾
病
の
状
態
、
ま
た
は
疾

　
病
者
等
の
看
護
に
あ
た
る
場
合
は
、

　
医
師
の
診
断
書
・
身
体
障
害
者
手
帳

　
等

③
出
産
予
定
の
場
合
は
母
子
健
康
手
帳

●
申
請
日
以
降
に
提
出
す
る
書
類

　
（
保
育
料
認
定
の
た
め
の
書
類
）

O
給
与
所
得
者
の
か
た
は
、
平
成
八
年

度
分
源
泉
徴
収
票
（
提
出
期
限
二
月
三
日
）

入所申請の日程及び受付場所等

蹄騨側襲弱

江南保育所 町外の保育所

受
付
期
間

　12月18日（水）

午前9時～午後4時半
まで（但し、正午～午後

1時までは除く

12月2日（月）
　　　　～13日（金）

午前8時30分
　　　～午後5時まで

受
付
場
所

江南町総合文化会館

ピピア展示室
役場住民福祉課

保
育
時
問

開所：午前8時30分
閉所：午後5時
（土曜日は12時）

※送迎バス利用の場合
　はこの限りでない。

希望される保育所によ

り異なります。

保
育
料

　保育料は、児童の年齢・保護者の所得や資産
の状況などにより異なり、第1～第10階層に分
れています。

　《ご注意とお願い》

　保育所と幼稚園の両方に申請されるかたがおりま

す。定員の関係からトラプルが発生する場合もあり

ますので、　「二重申請」はやめて下さい。

O
確
定
申
告
の
か
た
は
、
平
成
八
年
分

確
定
申
告
書
の
控
（
提
出
期
限
三
月
十

七
日
）

○
平
成
七
年
一
月
一
日
以
降
に
江
南
町

に
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
平
成
八
年
度

市
町
村
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
課

税
証
明
書
、
ま
た
は
非
課
税
証
明
書
。

（
旧
住
所
地
の
市
町
村
役
場
か
ら
お
取

り
く
だ
さ
い
）

　
こ
れ
ら
の
書
類
は
入
所
児
童
の
扶
養

義
務
者
全
員
（
父
・
母
・
祖
父
母
）
に

つ
い
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

O
保
育
所
の
入
所
決
定
は
、

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

O
入
所
の
決
定
は
二
月
末
ご
ろ
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
申
請
の
内
容
に
著
し
い
虚
偽
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
入
所
の
決
定
が
取
り

消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
ほ
か
、
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
を

対
象
と
し
、
町
で
認
定
し
た
家
庭
保
育

室
が
町
内
に
一
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

　
江
南
幼
保
園
　
代
表
　
小
林
と
志
子

　
　
　
住
所
　
押
切
二
五
六
〇
ー
二
三

　
　
　
電
話
　
三
六
－
八
五
九
七

※
な
お
、
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
直

接
家
庭
保
育
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
む
け
て

　
少
子
化
傾
向
に
あ
っ
て
も
、
女
性
の

就
労
増
、
核
家
族
化
、
共
働
き
、
あ
る

い
は
住
宅
事
情
な
ど
か
ら
、
若
い
世
代

の
保
育
施
策
の
充
実
に
対
す
る
要
望
は

高
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
適
確
に
捉
え
る

た
め
に
、
町
で
は
去
る
七
月
に
、
保
育

所
へ
子
ど
も
を
預
け
て
い
る
町
内
の
保

護
者
を
対
象
に
「
江
南
保
育
所
に
お
け

る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
す
べ

て
は
掲
載
し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
結
果
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
長
時
間
保
育
に
つ
い
て
は
、

勤
務
時
間
の
都
合
等
か
ら
約
四
割
の
人

か
ら
実
施
を
望
む
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
希
望
す
る
保
育
時
間
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
約
四
割
の
人
が
現
状
（
朝
八
時
一
、

十
分
～
夕
方
五
時
）
よ
り
長
い
保
育
時

間
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
送
迎

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
約
八
割
の

入
が
必
要
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
町
内
の
保

育
二
ー
ズ
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
生
活
の
ス

タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て
お
り
、
保
育
に

欠
け
る
家
庭
へ
の
子
育
て
支
援
は
、
地

域
社
会
や
行
政
の
責
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
現
在
、
こ
の
保
育
二
ー
ズ
に

対
応
し
た
江
南
保
育
所
の
実
現
を
め
ざ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
積
極
的
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ー



〃
旭

和
　
子
吻

第
六
日
目
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

〃
笠
原
恵
代
砂

午前九

時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
最

初
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
向
か
い
ま

し
た
。
途
中
、
学
校
ら
し
き
施
設
が
無

い
こ
と
に
気
付
き
、
通
訳
の
人
に
質
間

し
た
と
こ
ろ
、
パ
リ
市
内
の
学
校
に

は
日
本
の
よ
う
に
校
庭
を
持
っ
た
学
校

は
無
く
、
運
動
は
区
立
の
運
動
場
に
行

っ
て
体
育
を
行
い
、
学
校
に
戻
る
と
い

う
説
明
か
ら
納
得
し
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
五
十
五
分
到
着
こ
の
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
は
広
さ
三
百
万
坪
、

ル
イ
十
三
世
が
狩
猟
の
館
と
し
て
建
て

た
も
の
を
、
太
陽
王
と
呼
ば
れ
た
ル
イ

十
四
世
が
、
五
十
年
の
歳
月
を
か
け
て

当
時
の
最
高
技
術
を
駆
使
し
て
大
き
く

豪
華
な
宮
殿
に
改
築
し
た
館
で
す
。
宮

殿
内
の
絵
画
や
調
度
品
は
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
際
、
売
却
や
盗
難
に
あ
い
、
現

存
す
る
も
の
は
全
て
当
時
の
物
に
似
せ

て
作
ら
れ
た
物
と
の
こ
と
で
す
が
、
五

百
七
十
八
面
の
鏡
が
使
わ
れ
た
壁
と
十

七
枚
の
窓
で
有
名
な
「
鏡
の
回
廊
」
は
、

宮
殿
で
の
優
雅
な
生
活
を
お
も
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
広
大
な
庭
園
は
、

大
き
な
運
河
と
左
右
対
照
の
幾
可
学
的

デ
ザ
イ
ン
の
代
表
的
フ
ラ
ン
ス
庭
園
で
、

園
内
に
は
三
百
点
の
彫
刻
、
群
像
、
壷

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
の
目
的
地
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
へ
と

向
か
い
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
三
時

に
到
着
、
パ
リ
は
「
ア
ー
ト
の
街
」
と

い
わ
れ
、
大
小
百
近
く
の
美
術
館
や
博

物
館
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
な
か

で
も
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
は
、
質
、
量
と

も
に
世
界
最
高
の
美
術
館
。
そ
の
所
蔵

数
は
三
十
万
点
を
越
え
、
古
代
か
ら
十

九
世
紀
前
半
ま
で
の
美
術
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
美
術
「
ミ
ロ

の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
や
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

「
モ
ナ
リ
ザ
」
を
目
の
当
た
り
に
見
る

こ
と
が
で
き
感
動
し
ま
し
た
。
特
に
モ

ナ
リ
ザ
は
、
見
る
人
が
ど
の
角
度
か
ら

見
て
も
常
に
モ
ナ
リ
ザ
の
目
と
向
き
合

う
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
と
誰
も
が

思
っ
た
よ
う
で
す
が
、
午
後
五
時
ま
で

に
バ
ス
を
返
す
約
束
と
の
こ
と
か
ら
、

午後四

時
四
十
五
分
に
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
の
視
察
を
終
了
し
ホ
テ
ル
ヘ
帰
り
ま

し
た
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください

11月の、当 番』 工事店　名 電話番号

1　●　6　●11　●16●21　●26 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

2　●　7　●12　・17　●22　●27 ㈱光　栄　建　設 36－1052

3　・　8　●13・18●23●28 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

4　・　9　・14・19●24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662

5　●10・15　●20●25　●30 ㈲松　本　設　備 36－5177

（6）
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身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

　　　　　　　拶F紛　螺　　雌　協紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気、

9月21日中学校

　
　
ド
ヤ
　
あ
　
　
　

鋤
“
，
　
噸
・

嚇
　
　
繍
欝

　
壁
f
蟻
　
　
’
｝
麗

　
』
　
《
｛
許
　
　
細
一

　
饗
海
醍

ちびっ子ぼうけん者「i

　9月24日　南小学校

　　　　　　　運動會・佛宙霞
〕

ω
〇
五
〇
↑

9月24日　北小学校 10月5日幼稚園

婆

トト＞ 》》暑ト》＞・卜》一｝L片＞ 》 ＞ 》》》一 γ＞》》＞》一＞＞一＞ 計渚＞ ＞ ＞＞ ～＞ ＞ ＞》 ＞＞ ＞ 卜トトト＞一 ＞＋》一》＞一・ト 薯薯＞一＞ ト＞一暑ト》一トトトト＞一》一ト》》一・＞ ＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウォーキング教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康づくり教室の一環として、9月28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日（土）、ウオーキング教室が開かれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「正しい歩き方」について関心のある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人や、日頃、運動不足に感じている人な

　　　　　　，1麹鵜覆　騒、、・曝・懸ど約30人が参加し・秋空のもとさわやか

（7〉
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トピザ7ス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

ω
〇
五
〇
↑

瓢…講●

（9）



武
甕
宝

　
健
康
の
た
め
に
歩
こ
う
！
こ
ん
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
も
ほ
ぽ
定
着
し
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
人
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
運
動
効

果
が
多
く
あ
る
ほ
か
、
誰
で
も
ど
こ
で

も
安
心
し
て
で
き
る
、
も
っ
と
も
手
軽

な
運
動
方
法
で
す
。
あ
な
た
も
、
健
康

の
た
め
に
今
日
か
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。●

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
か

ま
ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
運
動
効
果

に
つ
い
て
あ
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

・
脚
や
腰
の
筋
力
が
増
す
。

・
心
臓
や
肺
の
機
能
が
向
上
す
る
。

・
肥
満
の
解
消
に
役
立
ち
、
予
防
す
る
。

・
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
作
用
の
あ
る
H
D

　
L
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増

　
や
す
。

・
高
血
圧
症
が
改
善
さ
れ
る
。

・
骨
密
度
が
維
持
さ
れ
る
。

　
ま
さ
に
良
い
こ
と
ず
く
め
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
効
果
は
す
ぐ
現
わ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
十
二
週
間
ぐ
ら
い
は
続
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
さ
あ
歩
こ
う
！

1
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
積
極
的
に
歩

　
く

・
近
所
の
買
物
な
ど
に
バ
ス
や
車
を
使

　
っ
て
い
る
人
は
、
な
る
べ
く
歩
い
て

　
み
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
で
も
歩
く
よ
う
こ
こ
ろ
が
け

ま
し
ょ
う
。
意
識
し
て
歩
く
よ
う
に

す
る
の
と
し
な
い
の
で
は
、
か
な
り

歩
数
も
違
っ
て
き
ま
す
。

2
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
準
備
体
操
・
整
理
体
操
は
必
ず
し
ま

　
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
に
足

首
を
回
し
た
り
、
ひ
ざ
の
屈
伸
運
動

な
ど
を
し
て
、
体
を
よ
く
伸
ば
し
て

　
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
終
わ
っ

た
ら
、
簡
単
な
整
理
体
操
を
し
ま
し

　
よ
う
。

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
体
調
に
あ
わ
せ
て
無
理
は
禁
物
。
体

調
が
悪
い
時
、
天
候
の
悪
い
時
は
無

　
理
せ
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
止
し
ま

　
し
ょ
う
。
　
．
気
軽
に
楽
し
く
”
が
大

切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　

・
最
初
は
ゆ
っ
く
り
徐
々
に
ぺ
ー
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
最
初
か
ら
速
い
ぺ

　
ー
ス
で
サ
ッ
サ
と
歩
い
て
も
体
に
負

担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
ん

だ
ん
時
間
を
長
く
し
、

あ
げ
て
い
き

　
町
で
は
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
気
持
ち
が
い
い
わ
」

まい
す一

〇　。ム監

人
、

課
ま
で
。

！
　
騨

鯵
あ 　　、

辱　　　冒

麹
　ヌ・、4」f

　磯察
　　県　

あみ　1いのちまワ
るたキつ仲がすオ
人いンた間い　。1
はとグ感といrキ
’思を想歩わ歩ン
保つ仲がい一くグ
健て間きて　’の教
衛いとか楽rは室
生る一れしウ　’を

て　’長　　　σ

もやく
いやし
い汗　’　　繋
でばス
しむピ
よ程1　　叢
う度ド
。のも

　
九
月
二
十
一
日
、
第
八
回
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
運
動
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
後
六
時
半
か
ら
競
技
を

開
始
、
個
人
戦
と
合
せ
て
団
体
戦
も
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
秋
雨
の
降
る
中
で
の
大
会

で
し
た
が
、
参
加
し
た
九
十
三
名
は
、

思
い
思
い
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　
上
位
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
　
（
敬
称
略
）

　
　
※
競
技
は
、
二
十
ホ
ー
ル

▽
個
人
戦
一
般
男
子
の
部
（
ス
コ
ア
）

優
勝
新
井
］
二
4
0
三
本

準優

勝
　
平
山
　
　
近
　
5
3
樋
ノ
ロ

第
三
位
馬
場
富
夫
　
54
樋
ノ
ロ

▽
個
人
戦
一
般
女
子
の
部
（
ス
コ
ア
）

優
勝
志
村
洋
子
52
三
本

準
優
勝
　
坂
田
　
さ
だ
　
5
9
三
　
本

第
三
位
滝
田
　
よ
り
　
5
9
樋
春
南

※
同
ス
コ
ア
は
、
年
齢
上
位
者
優
先

　　　▽

講課
　　　の
樋三三部
旨本本

BCA

　
十
月
十
日
、
第
三
十
回
町
民
体
育
祭

が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
下
で
盛

大
に
行
わ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
各
競
技
種
目
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
一
〇
〇
m
競
走
（
一
位
）
タ
イ
ム
（
秒
）

　
中
学
生
男
子
大
谷
　
健
一
1
3
・
6

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
正
徳
1
3
・
6

　
中
学
生
女
子
　
小
林
　
純
子
1
5
・
1

　
一
般
男
子

　
　
3
0
歳
未
満
　
新
井
　
　
満
1
2
・
1

　
　
3
0
～
4
0
歳
　
川
瀬
　
和
夫
1
4
・
2

　
　
4
0
歳
以
上
　
大
島
　
敬
治
1
4
・
0

▽
五
〇
m
競
走
（
一
位
）
タ
イ
ム
（
秒
）

　
一
般
女
子

　
　
30
歳
未
満
　
鈴
木
　
文
子
8
・
3

　
　
3
0
歳
以
上
　
片
山
　
久
子
8
・
6

　
一
般
男
子

　
　
5
0
歳
以
上
　
大
島
正
巳
7
・
4

▽
ロ
O
O
O
m
競
走
タ
イ
ム
（
分
）

小
学
生
男
子

　
　
一
位
　
相
馬
正
典
3
・
52

　
　
二
位
　
　
大
久
保
智
司
　
3
・
5
7

　
　
三
位
　
　
持
丸
康
介
　
4
・
00
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笏撒あなたもノウセシ体験セ動嚇

農業教育センター県民の日施設一般公開のお知らせ

小・中学校の児童・生徒のみなさん、町民のみなさん、この秋に農業体験をしてみま

せんか！当日は、ワクワクの「サツマイモ掘り」、ホクホクの「焼イモづくり」、ト

ラクタの体験乗車、牛の写生大会などの楽しい企画を考えております。ふるってご参

加ください。色付くケヤキ並木の向こうで、自然タッブリ気持ちユッタリ、おなかイ

ッパイの農業教育センターの秋をお楽しみください。

　　　　期日　平成8年11月14日（木）午前10時から午後3時まで

　　　　場所　江南町御正新田1355－1

　　　　　　埼玉県立農業教育tzンター　盈36－1586

　　　　追伸　おイモには限りがありますのでお早めにお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　〔………小雨決行します。………）

交通

鐙笠

至川本町　　　　・・

至小川町

　　　、
　　　　～
県道齢蛎線

　　　　●

　　　バス停江南町　　　　（農業教育センター）

　コミュニティ
センター

　o　●

釈ヌ霧　　　●

　　　圃●

　　畜産試験場

高
崎
線
熊
谷
駅
か
ら
東
武
バ
ス
小
川
町
行
き

・
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
行
き

八
高
線
・
東
武
東
上
線
小
川
町
駅
か
ら
東
武

バ
ス
熊
谷
駅
行
き

　
　
　
　
　
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
下
車

　
　
　
肺

　
　
　
難
1
　
＼

》一》一トート》一yレ》一トートートー》一》一》一》一》一》一》一＞一｝一＞一昏一》一》一s一ト》一｝一》一｝一》一》一》一s一》一》一》一》一＞一｝一トトト》一》一》一ト》一》一》一》一＞一》一｝一》一トート》一トー》一

▽
字
別
綱
引
き

　
一
位
小
江
川

　
二
位
柴

　
三
位
成
沢

　
四
位
三
本

一
般
男
子

　
『
位
　
太
田
謙
一
4
・
5
4

　
二
位
　
　
笠
原
　
和
夫
　
6
・
0
7

　
三
位
　
　
大
田
　
正
勝
　
6
・
1
0

▽
字
別
ム
カ
デ
競
争
タ
イ
ム
（
秒
）

　
一
位
三
本
　
3
1
・
7
2

　
二
位
須
賀
広
　
　
35

・
2
0

　
三
位
　
御
正
新
田
　
3
5
・
92

　
四
位
千
代
36
・
㎝

　
五
位
板
井
36・
8
5

　
六
位
成
　
沢
　
　
37

・
8
0

中
学
生
女
子

　
　
↓
位
　
柴
　
祥
子
3
・
5
0

　
　
二
位
　
　
小
林
純
子
　
3
・
5
9

▽
一
五
〇
〇
m
競
走
タ
イ
ム
（
分
）

中
学
生
男
子

　
　
一
位
　
大
塚
章
仁
5
・
02

　
　
二
位
　
　
鎌
塚
匡
史
　
5
・
0
5

　
三
位
　
　
村
山
　
大
樹
　
5
・
0
6

小
学
生
女
子

　
一
位
　
大
橋
美
加
4
・
0
5

　
二
位
　
　
川
口
裕
紀
子
　
4
・
0
6

　
三
位
　
　
橋
本
沙
織
　
4
・
0
7

※
同
得
点
の
場
合
は
、
玉
入
れ
の
個

数
上
位
優
先
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

▽
総
合
成
績
（
得
点
）

　
優
勝
三
本

　
準
優
勝
板
井

　
第
三
位
成
沢

　
第
四
位
　
御
正
新
田

　
第
五
位
小
江
川

　
第
六
位
野
原

13　14　20　21　21　27

占占占占占占

　　　　　▽　　　　　男六五四三二一子
位位位位位位字
　　　　　別中御ノiマ野板三リ
　葬ク　　　レ
央新シ原井本1
　田テ　　　　↑　　イ　　　　　　ノく

　　　　　人l　l　l　l　1　1一
　　　　じ　　　　　　　タ

302929282727三

375909496249分

　　　　　▽　　　　　女五五四三二一子
位位位位位位字
　　　　　別千柴板野中成リ
　　　　　レ代　井原央沢1
　　　　　両
　　　　　人1　1　1　1　1　1一
　　　　　　　　　　　　タ

121209080806三

〇30387640250分

▽
字
別
玉
入
れ
　
決
勝
個
数

　
　
一
位
御
正
新
田
3
0

　
二
位
板
井
　
　
2
7

　
三
位
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
2
3

　
四
位
三
本
　
　
2
2

　
五
位
下
押
切
　
1
9

　
六
位
上
押
切
　
1
7



丁唇隔甲翼グ、ニン7’

場疹o、疹他

訓練非常招集と火災防ぎょ

　　演習のお知らせ

　　　　江南消防団員及び消防職員による

　　　訓練非常招集が次のとおり行われま

　　　す。

　　　日　時　11月10日（日）午前7時30分

　　　　　　　から午前8時まで

　　　場所江南町中央1－1
　　　　　　　江南町複合施設

　　　　なお、当日は消防団員を招集する

　　　ためのサイレンを鳴らしますが、火

　　　災と間違わないようお願いします。

　　　　年末調整等説明会の開催

　　　　年末調整は、給与から源泉徴収し

　　　た税額と、その年の給与総額を基に

　　　計算した年税額を精算する大切な手

6続き耽
　　　　この手続きを間違いなく行ってい

　　　ただくため、年末調整等説明会を開

　　　催しますので、ご出席ください。

　　　日　時　11月15日働　午前10時より

　　　　　　　　　　　　午後2時より

　　　場　所　熊谷会館

　　　　11月は国民年金制度推進月問です

　　　　すべての人に国民年金制度の意義

　　　・目的を理解してもらえるように、

　　　11月を国民年金推進月間としていま

　　　す。

　　　　人生80年時代といわれる今日、豊

　　　かで健やかな明るい老後を送るため、

一人ひとりが自覚を持って国民年金

に加入してください。

年金を受けている人が

　亡くなった時…

　年金を受ける権利は、死亡により

消滅します。その場合には、遺族の

人が、速やかに「年金受給者死亡届」

を提出しなければなりません。もし、

届出が遅れ、年金をもらい過ぎた場

合には、遺族の人から年金を返して

もらうことにもなります。

提出期限及ぴ提出先

　14日以内に住民福祉課年金係

添付書類

　死亡した人の年金証明・死亡を証

明する書類など

農業経営の規模縮小・拡大

を希望する農家の皆さんへ

　埼玉県農業振興公社は農地の売買

や貸借ができる機関です。

　公社を利用すると次のような利点

があります。

＊農地を売る人

　譲渡所得の特別控除が800万円（買

入協議は1，500万円）まで受けられま

す。

＊農地を買う人

　農地等取得資金が貸付適格者につ

いては1，200万円まで利用できます。

＊農地を貸す人

　小作料（5年分以上）の前払いが

受けられます。

＊農地を借りる人

　公社が責任をもって貸し付けます

ので安心して耕作できます。

　その他、農作業受託料を無利子で

貸し付ける事業や農地等取得資金を

利用した人への助成金交付事業など

を行っております。

　なお、詳細については埼玉県農業

振興公社（奮048－829－2855）へお間

い合わせください。

県民手帳を販売しています

埼玉県統計協会では、毎年10月18

日を「統計の日」と定め、この日か

ら「県民手帳」の販売を行っていま

す。埼玉県のさまざまなデータをは

じめ、公営の保養施設、テレホンガ

イド、県内鉄道ガイドマップなど、

いろいろな情報が盛り沢山です。

販売価格　小型　　　400円
　　　　　（11cm×7．Ocm）

　　　　大型　　　500円
　　　　　（14㎝×8．5cm）

販売場所　江南町役場企画課

　　　　836－1521内線221

小型400円　　大型500円
（11x7cm）　　　　（14×8．5cm）

聰
5
噛
0
『
ヨ
9
一
削
0
5

ε
う
な
ぬ

　
　
俳
句
会
⑳

指
先
の
魔
法
に
靖
玲
か
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

花
圃
の
杭
去
り
て
ま
た
来
る
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

赤
と
ん
ぼ
道
伴
れ
の
ご
と
前
う
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

水
溜
り
尻
拍
子
と
る
と
ん
ぼ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

湿
原
の
大
家
族
な
り
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

赤
と
ん
ぼ
地
蔵
の
頭
ち
ょ
っ
と
借
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一
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と
ん
ぼ
火
の
見
櫓
の
残
る
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沢
田
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芙
子

慰
霊
碑
に
群
る
る
と
ん
ぼ
の
目
の
潤
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

靖
蛉
の
す
ば
し
っ
こ
さ
に
網
放
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

空
を
ゆ
く
と
ん
ぼ
i
道
の
あ
る
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

野
地
蔵
の
廻
り
に
群
る
る
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

赤
と
ん
ぼ
唱
い
継
れ
て
今
も
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

雨
来
る
か
部
屋
に
迷
へ
る
鬼
や
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

靖
玲
の
風
強
け
れ
ば
石
を
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

赤
と
ん
ぼ
人
を
選
び
て
稚
児
の
髪
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子
（

産
卵
の
池
に
水
輪
や
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

赤
と
ん
ぼ
舞
い
た
る
空
の
茜
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

嬉
し
く
て
靖
玲
の
空
見
て
飽
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

赤
と
ん
ぼ
御
用
牧
場
悠
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

那
須
岳
に
あ
き
つ
沸
き
立
つ
登
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
花
枝

悠
然
と
菓
后
の
上
を
鬼
や
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

タ
暮
や
地
蔵
に
止
ま
る
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
　
好
治

駆
け
め
ぐ
り
葉
先
に
憩
う
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男



1扁等陵，、ツ7

連携して、地域において児童生

の相談・援助活動を行う「ボラ

ィア相談員」を中学校に配置し

　
　
　
　
　
の

や
供
つ
や
す

。
域
子
な
識
ま
み

　
　
、
に
知
し
込

　
れ
身
る
集
申

児童生徒・保護者に信頼さ

の「心の悩み」に対して親

て相談に応じることができ

経験を有する人を若干名募

と
と
テ
す
地

員
徒
ン
ま

埼玉県農林公園内　植物振

興センター分室智83－2841

1ふるさと農林まつり

11月9日（土）・10日（日）

申込み　所定の応募書類を揃えて、

　　　11月1日働～12日（幻までに

　　　教育委員会へ申し込みくだ

　　　さい。

　詳細については教育委員会窓口に

ある募集要項をご覧ください。

問合せ　江南町教育委員会

　　　智36－1521内線237

場め膨だ膨ん
　　行政・心配ごと相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。

日時11月26日（火）

　　　午前9時から正午まで
場　所　勤労福祉センター研修室

　　　江南町教育相談

　教育上の諸間題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用ください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　智36－1521内線237

鴻
謬
憩
艘
韓
慾
し
鰍
輔
幕
韓
評
類
魔
脚
難
一
董
以
蘇

匡
1
9
埼
農
農
ふ
岩
さ
委
勿
自
4
間
年
教
無
日
4
歳
業
平
平
平
自
募
ン
郷
麟

出
時
林
ど
発
料
産
農
暦

日
1
6
農
な
啓
と
特
ま

農林公園（川本町）

などの展示・即売

啓発展示

と料理レストラン

特産品コーナーなど

ま農林業の祭典実行

　暦048－829－3310

吻ゆめ
良生徒募集

の教育のうち、3年
卒の資格を、残り1
技術を取得します。

・宿泊費などは一切
す。

籍を有し、平成9年
日現在で15歳以上17

の男子で、中学校卒

見込みも含む）

年11月1日働から

年1月4日仕）まで

年1月5日（日）

埼玉地方連絡部熊谷

務所費22－4855

ア相談員募集

拒否の間題の重要性

校長の指導のもと、

≧補完し、さわやか相談

蜘
時
所
吻
　
舘
ぽ
要

　
日
　
場
催
　
　
　

問
　
　
　
　
　
　
概

も笏よ笏お笏し

　農林学級（11月）
開催日 内　　　　　　容 時　間

13日㈱ サツマイモ料理　「 10：00
16日（土） 木工工作入門教室　、、づ 10：00

～ （道具の使い方から ～

17日（日） 調味料棚作りまで） 16：00
17日（日） 野菜の収穫㊥ 10：00

20日㈱ ヤマトイモ料理1づ 10：00

23日仕） 木工フラワーボックス 10：00

作り　鵠

24日（日） 木工工作室開放日　ら 10：00
24日（日） 野菜の収穫④ 10：00

27日㈱ ネギの料理　1づ 10二〇〇

費用無料
対象聯一小学生親子、㊥一小学

　　　生、e一一般
受付・　農林公園管理事務所

問合せ　暦83－2301

花き園芸講座（11月）

⊆
0
冒
6
E
』
0
』
』
』
一

格
　
付
間
験
纂
漂
畿

資
　
　
　
受
期
試
受
問
　
　
　
に
教

開催日 内　　　　　容 費　用

5日（火） 松柏盆栽の作り方 無　　料

12日（幻 よい土作りと上手な 無　　料

肥料の使い方

18日（月） 冬に向かっての庭木 無　　料

の手入れ

22日働 家庭果樹の植え付け 無　　料

とせん定

29日團 シクラメンを楽しむ 1，500円

※時間は、午後1時30分
対　象　一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

九
月
中
届
出
　
　
　
　
（
）
保
護
者

成
　
　
沢

　
　
　
し
ん
　
ニ

中
村
　
進
悟
　
　
男
子
　
　
（
幸
雄
）

押
　
　
切

　
　
さ
　
　
ゆ
　
　
り

大
島
紗
由
莉
　
　
女
子
　
　
（
由
敬
）

樋
　
　
春

　
　
　
な
お
　
と

田
島
　
直
人
　
　
男
子
　
　
（
正
人
）

御
正
新
田

　
　
　
ゆ
じ
つ

中
島
　
　
優
　
　
男
子
　
　
（
隼
人
）

小
江
川

　
　
み
　
　
な
　
み

畑
平
三
奈
美
　
　
女
子
　
　
（
勝
司
）

　
　
　
り
　
　
な

岡
部
　
莉
奈
　
　
女
子
　
　
（
英
一
）

　
塩

　
　
　
な
お
　
き

杉
田
　
直
樹
　
　
男
子
　
　
（
昭
雄
）

板
　
　
井

　
　
　
さ
　
　
き

吉
野
　
早
紀
　
　
女
子
　
　
（
勇
）

千
　
　
代

　
　
　
ゆ
う
　
か

田
口
悠
華
　
女
子
　
（
徹
）

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
ニ
う
せ
い

村
岡
　
晃
成
　
　
男
子
　
　
（
和
夫
）

　
　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

九
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

島
貫
正
夫

丸
山
正
光

森
■
と
代
子

千
葉
重
善

内
田
万
平

柴
　
　
毛
ふ

深
澤
正
彦

54　70　73　61　84　80　56

歳歳歳歳歳歳歳

　　　小野野樋
柴柴塩江
　　　川原原春

平成8年　救急車出動状況町民のうごき
救急出動状況 9　月 累　計

交　　　　　　　通 7件 51件

一　般　　負　傷 3件 22件

急　　　　　　病 11件 125件
そ　　　の　　　他 2件 23件

合　　　　　　計 23件 221件

0月1日現在

人口　12，621人　　＋9

男　　6，184人　　一8

女6，437人＋17
世帯　3，755世帯　一2

　　　　一フ／…
　之〔．＿．．．
”’7

12，630

12，620

12，610

人／戸

3，760

3，750

3，740

7月　8月　9月　10月
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＿＿．‘ドー

も

、

、転、

錯
衣

　　　　な　　　こ
福島菜子ちゃん＠
　平成7年11月15日生

両親｛富塁江論F正新田

　女の子なので笑顔をたや

さず、出会うすべての人の

笑顔の星を輝かせてあげら

れる子になってほしいです。

誤

　　　　あや　　　か

島田彩絵ちゃん＠
　平成7年11月20日生

両親｛をず懸須賀広

　おどりが好きな女の子。

　やさしく思いやりのある

子にそだってほしいと思っ

ています。

　　　　ゆ　　　き
岡田友紀ちゃん＠
　平成7年12月9日生

両親｛薯鎌野原

　「私は拍手が得意なの。

どんなに音痴な歌でも拍手

してあげるわ。」サービス

精神旺盛な娘よ、元気に育

っておくれ。

φ4ゆゆo一◎ゆの一〇◎O－oゆゆゆゆooのooの一一〇〇ゆゆゆo－oのoのののゆの一のゆoのφのの一〇一一

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

切
り
干
し
大
根
と

　
　
　
す
る
め
の
漬
物

藤
本
つ
ね
子
さ
ん
（
野
原
）

の
ρ
　
▼
材
料

O一
　
　
切
り
干
し
大
根
：

一の
　
　
す
る
め
…
：
：
・

ゆ

㎜
＠
（
鱒
渠
鮭

ゆの
　
　
赤
唐
辛
子
…

ゆゆゆゆ

：
一
〇
〇
g

　
…
％
枚

：
大
さ
じ
三

：
大
さ
じ
一

ム
カ
ッ
プ

…
…
一
本

▼
作
り
方

①
切
り
干
し
大
根
は
、
た
っ
ぷ
り
の
水

　
の
中
で
も
み
洗
い
し
、
そ
の
ま
ま
ザ

　
ル
に
上
げ
て
水
を
切
り
、
さ
ら
に
熱

　
湯
を
か
け
、
日
向
臭
さ
を
抜
き
ま
す
。

②
す
る
め
は
、
大
根
と
同
じ
大
き
さ
に

　
切
り
ま
す
。

③
赤
唐
辛
子
は
、
種
を
抜
い
て
か
ら
、

　
小
口
切
り
に
し
て
お
き
ま
す
。

④
調
味
料
⑤
を
ひ
と
煮
立
ち
し
、
さ
め

　
た
ら
、
①
・
②
・
③
を
加
え
て
ま
ぜ

　
ま
す
。
冷
蔵
庫
に
入
れ
、
時
々
か
き

　
ま
ぜ
二
～
三
日
し
て
味
が
な
じ
ん
だ

　
ら
出
来
上
が
り
で
す
。

※
切
り
干
し
大
根
の
作
り
方

　
大
根
を
巾
一
・
五
㎝
、
長
さ
三
㎝
、

　
厚
さ
○
・
五
㎝
の
長
四
角
に
切
り
、

　
ザ
ル
ま
た
は
新
聞
紙
に
、
平
に
広
げ

　
て
干
し
ま
す
。
　
（
夜
は
取
り
込
む
）

　
す
ぐ
食
べ
る
時
は
二
～
三
日
、
保
存

　
用
は
、
一
週
間
干
し
ま
す
。

歳
時
記

　
雪
囲
い
し
て
居
り
明
日
は
出
稼
に

　
　
　
　
　
　
米
田
一
穏
『
万
緑
』

　
よ
そ
の
家
よ
り
早
め
に
雪
囲
い
の
作

業
に
精
を
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
早
々
と
雪
囲
い
を
仕
上
げ

て
、
こ
れ
で
安
心
し
て
ひ
と
冬
家
族
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
　
ど

置
い
て
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
と
安
堵
し

て
い
る
風
情
の
家
を
見
か
け
た
の
で
し

ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
雪
国
の

初
冬
の
風
景
で
す
。

　
雪
囲
い
　
　
昔
は
雪
国
で
お
な
じ
み

の
風
景
で
し
た
が
、
最
近
は
家
の
構
造

の
変
化
の
た
め
、
見
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
風
雪
を

防
ぐ
た
め
に
家
の
周
囲
や
出
入
口
に
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
や

太
や
竹
を
組
み
、
わ
ら
、
茅
、
よ
し
ず

な
ど
を
取
り
付
け
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

　
　
　
か
わ
や

井
戸
や
厨
1
1
便
所
が
屋
外
に
あ
る
場
合

は
、
こ
れ
に
も
雪
囲
い
を
し
ま
し
た
。

草
木
や
野
菜
に
も
わ
ら
や
む
し
ろ
で
囲

い
を
し
ま
す
。

　
雪
囲
い
が
で
き
、
た
き
ぎ
の
準
備
が

で
き
る
と
冬
の
備
え
が
完
了
と
ほ
っ
と

し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
雪
囲
い
と
は
別
に
、
庭
木
の
枝
が
雪

で
折
れ
る
の
を
防
ぐ
雪
つ
り
は
、
冬
の

風
物
詩
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

金
沢
の
兼
六
園
の
様
子
が
、
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
人
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
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